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ＡＡＳは「２次過去問題」を「合格」するための「宝の山」だと考えています！ 

●与件を活用した解答例 ■ 平成 19 年度 第２次試験 【事例Ⅱ】   

  

第１問（配点 20 点） 第３問（配点 30 点） 

（設問１） （設問１） 

園 芸 教 室 に よ る 体 験 指 導 な ど イ ベ ン ト を 企 画  

で き る ノ ウ ハ ウ で あ る 。 

流 通 活 動 の 違 い は 、 地 元 に 本 格 的 な ホ ー ム セ

ン タ ー の 経 営 を 単 独 店 舗 で 行 う の に 対 し 、 チ

ェ ー ン オ ペ レ ー シ ョ ン に よ る 多 店 舗 展 開 に 加

え 、 店 舗 の 大 型 化 を 進 め て い る こ と に あ る 。

 

長 年 取 引 関 係 の あ る 大 工 や 工 務 店 な ど の 専 門  

業 者 か ら の 信 用 で あ る 。  

（設問２）  

Ｂ 社 は 、 地 元 の 顧 客 の 需 要 に あ わ せ た き め 細

か な 対 応 や 長 年 付 き 合 い の あ る 業 者 間 と の ネ

ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る こ と が で き 、 地 域 社 会

と の 関 係 性 を 深 化 さ せ る 手 法 が 考 え ら れ る 。

（設問２） 

Ｂ 社 は 、 イ ベ ン ト 企 画 で き る 園 芸 用 品 や 使 用 

者 自 身 が 行 う 日 曜 大 工 に 対 応 で き る 品 揃 え と 

大 工 や 工 務 店 な ど の 業 務 用 需 要 に も 対 応 で き 

る 専 門 性 重 視 の 品 揃 え を 採 用 す べ き で あ る 。  

  

  

第４問（配点 20 点）  

（設問１） 第２問（配点 30 点） 

Ｂ 社 は 、 積 極 的 に 社 員 の 技 術 研 修 の 参 加 や 各  

種 技 能 資 格 取 得 者 へ 報 奨 制 度 を 設 け 特 別 昇 給  

等 の 方 策 を 行 っ て い る 。 

Ｂ 社 は 、 業 者 に 家 の 新 築 工 事 を 依 頼 し た 施 主 

に 対 し 、 各 種 器 具 を 選 定 し た プ ラ ン を 提 案 す 

る サ ー ビ ス を 、 建 築 士 な ど の 資 格 を 持 つ 社 員 

と 顧 客 と し て 長 年 付 き 合 い の あ る 業 者 を 活 用 

し て 、 新 規 客 を 獲 得 す る 方 法 が 考 え ら れ る 。 

 

Ｂ 社 は 、 顧 客 対 応 の 優 れ た 従 業 員 や パ ー ト ・  

ア ル バ イ ト な ど へ の 表 彰 や 正 社 員 へ の 登 用 な  

ど の 方 策 を 行 っ て い る 。 

 

Ｂ 社 は 、 家 庭 の 設 備 器 具 な ど の 小 修 理 や 改 造 

を 行 う 顧 客 に 対 し 、 各 種 工 具 の 有 料 貸 し 出 し 

サ ー ビ ス を 、 既 に リ タ イ ア し た 大 工 や 工 務 店 

の 社 員 に よ る 工 具 の 使 い 方 を 学 ぶ 講 習 会 を 充 

実 さ せ 、 客 単 価 を 高 め る 方 法 が 考 え ら れ る 。 

 

（設問２） 

効 果 は 、 サ ー ビ ス 品 質 の 向 上 で あ る 。 具 体 的

に は 、 指 導 員 の 育 成 、 知 識 ・ 技 術 や 社 員 の モ

チ ベ ー シ ョ ン の 向 上 が サ ー ビ ス の 品 質 に つ な

が り 、 一 日 店 長 の 体 験 か ら 顧 客 サ ー ビ ス を 学

び 、 今 後 の 顧 客 対 応 に 生 か せ る こ と で あ る 。

 

 

 

  

 
ＡＡＳは「２次過去問題」を「合格」するための「宝の山」だと考えています！ 


